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2022年 10月 22日（土）・23

日（日）、コラッセふくしまにて、第 14

回 NFBT学術会議が開催されまし

た。本大会は『ブリーフセラピストにとって

のアイデンティティとは』をテーマに、ハイ

ブリッド形式での開催となりました。

Zoomや LINE オープンチャットも駆使

しながら、現地組とオンライン組でそれぞ

れのアイデンティティを語り合う大会とな

りました。コロナ禍が続き、臨床上の矜

持や葛藤を語らう機会が減っていたな

かで、生きた相互作用を体感できる機

会となったと感じています。 

ここからは、福島支部の渡邊浩人大

会長をはじめ、本大会の運営にご尽力

くださった先生方からいただいたコメント

をご紹介いたします。 

 

B-1グランプリ 

毎年恒例のブリーフセラピスト No.1

決定戦（通称：『B-1』）は、例年と

は一味も二味も違う味わいとなりまし

た。今回の B-1は、ワンウェイミラーの

外側にいる設定のバックスタッフ役もチ

ームに加わり、セラピスト役 2名と合わ

せた各支部 3名編成という斬新なシス

テムとなりました。また、Zoom の画面・

音声のオンオフやチャット、ブレイクアウト

ルームといった機能を駆使したレギュレ

ーションが組まれており、参加者も視聴

者もワクワク、ハラハラする体験となった

のではないでしょうか。 

計 6支部による予選、そして京都

支部、埼玉支部、仙台支部（五十 

 

音順）による本選の末、今年度は仙

台支部が優勝を飾りました！ 

今回は、優勝支部である仙台支部

の鴨志田先生、二本松先生、星先生

のお三方に加えて、B-1事務局の齋

藤先生、井上先生からも感想や振り

返りを頂戴しています。盛りだくさんのコ

メントから、それぞれの先生の“頭の中”

が垣間見えるのではと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14回 NFBT学術会議 福島大会 特集 
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鴨志田 冴子（仙台支部） 

このたび、メインセラピストを担当させ

ていただきました、仙台支部の鴨志田

冴子と申します。今回、このような貴重

な機会を賜り、そして、ご指導をいただ

けましたことに、心から感謝を申し上げ

ます。 

まず、メンバーについてです。先生方

からは、チームワークがよかった、仲がよ

さそう、交ざりたくなったといったお言葉を

多数いただきました。今回チームを組ま

せていただいた二本松先生、星先生

は、大学院在学中にお世話になった先

輩方であり、日頃のお話を漫才のように

聴かせてくださったり、院生たちの相談も

笑いに変えてくださったりしておりました。

そのため、お二人と一緒に面接ができる

ことも自身の安心感に繋がり、パフォー

マンスに影響していたと感じております。 

次に、内容についてです。今回の B-

1 では、仙台支部らしさを魅せるという

目的のもと、練習や本番に取り組ませ

ていただきました。練習では多数の考え

方を学びましたが、本選でなんとか発揮

できたと感じていることは、以下の 3点

です。まず、一つ目は、改訂版のスリ

ー・ステップス・モデルの活用です。本面

接の大きな流れは、上述したモデルに

沿っておこなわれました。次に、二つ目

は、ユーモア的な感覚の一つとして、問

題や登場人物を動物や芸能人に例え

ながら会話を展開させていくというもので

した。最後に、三つ目は、介入の伝え

方にも工夫を加えることができました。こ

こでは、面接の詳細は割愛させていた

だきます。 

その中でも、メインセラピストである私

が本面接の中で特に大切にしていたこ

とは、柔軟でありながらも、本質を捉え

た見立てを持って面接を進めていく姿

勢、そして、メタファーを利用した展開に

なります。今まで、女性セラピストが取り

組んだとしてもクライエントに対して侵襲

的にならず、馴染みやすい、優しいユー

モアとは何なのか、ということに難しさを

感じておりました。 

そのなかで、メタファーがユーモア的な

現象を生じさせるための一つの手段で

あることを体感し、かつ、問題を何か別

のものに例えて俯瞰するというお上品さ

に対しても、個人的に好印象をもちまし

た。それらを感じられたことによって、一

気に、セラピーに対する肩の荷が下り、

視野が広がっていったという経緯もあり

ます。 

最後に、実際のところ、本面接に対

する個人的な反省点は多数あります

が、ご投票いただき賞をいただけたことは

嬉しく受け止めております。ありがとうご

ざいました。 

 

二本松 直人（仙台支部） 

このたびは、非常に貴重な機会と有

意義なご指導、そして練習のご協力な

どを賜りまして、関係者の皆さまには深

く感謝を申し上げます。皆さまの温かい

見守り、ご協力などをなくしては、今回

のこのような結果はなかったと強く感じま

す。また、何よりも「面白かった」とお言

葉をくださった皆さまが、意外にも多くい

らっしゃったこともとても嬉しく思いまし

た。 

今回は、バックスタッフという新たな要

素も加わり、初めての経験をさせていた

だきました。とても緊張した反面、普段

から関係性が深い、メインセラピストの

鴨志田さんとバックスタッフの星さんと参

加できて、楽しさも感じていました。そし

て今回、バックスタッフの制度が導入さ

れたことによって、セラピー中に表出され

た面接の技法や進め方のみならず、ブ

レイク中のチームの会話やそれぞれのセ

ラピストの頭の中、意図なども評価して

いただけて、とてもよかったと感じていま

す。 

 私の B-1 での役割は、コンプリメン

ト、ユーモア、メタファー、介入の提案な

どが主だったかと記憶しています。大まか

なカウンセリングの構成は鴨志田さんに

委ね、私は執拗にユーモア、特にメタフ

ァーを考え、そのうえで効果的な介入を

捻出できたらという心構えでおりました。

自己紹介でも、メタファーの練習とし

て、福島県産の桃を様々な側面から

例えていきました。その他、例えば、クラ

イエントが美容師であれば「こころのトリ

ートメント」、建築士であれば「こころの

耐震構造」などの文言を準備していま

したが、本番でぴったりのメタファーを繰

り出すことは極めて難しいと痛感しまし

た。これからも、日頃から例えツッコミを

意識してトレーニングしていきたいと思い

ます。 

 改めて、メンバーのお二人には感謝の

気持ちでいっぱいです。ありがとうござい

ました。 

 

星 悠斗（仙台支部） 

仙台支部の星（富田）です。この

たびは、このような名誉ある賞を頂戴

し、誠に光栄でございます。私がこのよ

うな栄誉にあずかれましたのは、仙台支

部の先生方をはじめとする多くの方々

のご指導、ご支援のおかげです。心から

感謝申し上げます。 

今年の仙台支部の B-1参加者に

私の名前があり、そこで初めてバックスタ

ッフとしての参加を知り、まさに青天の霹
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靂で、何かの手違いと思いました。です

が、これもきっと若島先生の素敵な魔

法にかけられたのだと思い込み、せっかく

ならその魔法の力も借りて頑張ってみよ

うと決意しました。そして、一緒に参加

するのは二本松先生と鴨志田先生。

ブリーフセラピーに精通した先生方とご

一緒できる心強さの一方、浅学の私に

バックスタッフが務まるのかと不安でし

た。 

B-1 を通じたテーマは“仙台支部らし

さ”。才気に溢れ、向日葵のように明る

い、ユーモラスなお人柄のお二人の先

生方にお任せし、私はお二人のセラピ

ーの邪魔をしないことだけを意識しまし

た。そして、クライエントやセラピストお二

人のリソースやコンプリメント、介入のブ

リッジなどを探すことに徹することにしまし

た。 

予選、本選ともに、メインセラピストと

サブセラピストの先生方のセラピーは、と

ても素晴らしいものでした。一方、私

は、柳葉敏郎の誤字を代表とする

数々の失敗で、何一つセラピストたちを

バックアップできませんでしたが、それも

含めて、チーム、システムの力がうまく働

き、今回のような素晴らしい結果につな

がったのだと自分に言い聞かせていま

す。 

今回の経験を通じて、自身の実力

不足を痛感し、もっと臨床がうまくなりた

い、また改めて一から学ばなければと強

く思いました。私は二本松先生や鴨志

田先生のような天才にはなれないかも

しれませんが、私は私なりに、今後もた

くさんの先生方から学び、盗み、そして

私なりに工夫しながら、一歩一歩、天

才たちの陰に隠れながら努力を続けま

す。 

最後になりますが、大会を運営してく

ださった皆さま、そして、さまざまな形で

B-1 に携わってくださった皆さまにも感

謝申し上げます。今後とも、ご指導ご

鞭撻のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

  齋藤 かほ（大会実行委員） 

井上 智博（大会実行委員） 

日本ブリーフセラピー協会第 14回

学術会議、B-1 グランプリで、企画とク

ライエント役を務めさせていただきまし

た。 

まず、企画の段階では、今年は一味

違った B-1 にチャレンジしようという話が

出ていました。そのために、いまや毎年

恒例のお祭りとなっている B-1 グランプ

リの、これまでの発展の歴史を振り返り

ました。これまで 2名のセラピストで面

接を行ってきましたが、打ち合わせを重

ねる中で、ハイブリット開催においても、

それぞれの支部の色やシステムが面接

にどう関わっていくかをより感じられるよう

なものにしたいという思いが共有されま

した。そこで、ワンウェイミラーとバックスタ

ッフを取り入れてみようということになりま

した。 

そして、予選、本選と収録が始まりま

した。それぞれの支部からさまざまな視

点や介入が出て、クライエントとしては、

論理階型が引き上がる体験をさせてい

ただきました。オンライン上でも、大会当

日に動画をご覧になった方も、そういっ

た疑似体験があったのではないでしょう

か。また、バックスタッフも入れたオンライ

ン上でのブリーフセラピーは、セラピストチ

ームの中のシステムも感じられ、これまで

以上に考察が面白くなるとともに、ブリ

ーフセラピーの三大理論の重要性を改

めて認識する本選になったように思いま

した。 

セラピストメンバーが 3名になったこと

をはじめ、さまざまな変更もあったため、

今回の B-1がどういう風になっていくの

かについては不安もありました。しかし、

いざ始まってみると、各支部の先生方

の、ブリーフセラピーに対する学ぶ意欲、

そして熱気が、これまでで一番、肌で感

じられる大会となりました。いろいろと至

らない点もあったかとは思いますが、貴

重な機会と学びの場になりました。ご参

加くださった先生方、ご協力くださった各

支部の皆さま、本当にありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台支部の皆さま、改めておめでとう

ございました！来年度の京都大会での

各支部の激戦が今から楽しみです。 
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ブリーフセラピストにとっての 

アイデンティティとは 

メイン企画として、ブリーフセラピーとの

出会いや臨床・研修で感動した体験

など、“ブリーフ×アイデンティティ”に関す

る対話を体験するワークショップが開催

されました。シンポジストの駒場優子先

生、酒匂努先生、千葉崇弘先生の体

験談を伺ったあと、現地組・オンライン

組が垣根なく語らい合う企画でした。 

 

 
 

このスケールの大きな企画を見事に

まとめあげられた立役者のお一人である、

福島大学の岸先生に振り返りをお願い

し、ご快諾をいただくことができました。 

 

岸 竜馬（福島支部） 

『ブリーフセラピストにとってのアイデン

ティティとは』を振り返って 

第 14 回学術会議大会にご参加い

ただきました皆さま、改めてありがとうご

ざいました。おかげさまで無事？に大会

を終えることができたように思います。メ

イン企画 2 の司会を担当しました、福

島大学の岸です。NFBT 学術会議初

参加にしてメイン企画を担当させていた

だき、当日は生まれて初めてアロハシャ

ツとレイも身につけて司会するという、私

にとって初めてだらけの大会でした。アロ

ハシャツは、いつかスパリゾートハワイアン

ズに行った際にまた着用したいと考えて

います。そういえば、焼き鳥じいさん体

操を踊って動画でお披露目もしたりして、

思い返すと初めてのチャレンジの多い大

会でした。 

思い返しますと、2020 年に福島支

部の渡辺紀枝先生に NFBT へのお声

かけをいただいて、その際に、第 14 回

大会に福島支部としてコミットするお誘

いは受けていたのですが、その時の自分

はまさか大会メイン企画を企画し登壇

しているなんて思ってもいませんでした。

渡邉大会長の英断といいますか、ビック

リしながら皆さんの胸を借りるつもりでお

引き受けしました。 

 ブリーフセラピー初学者の私がメイン

企画を考えるという大役をいただいてし

まいましたが、自分の関心のあったブリ

ーフセラピーにどう出会いどうハマっていっ

たのかについて、シンポジストの駒場優

子先生、酒匂努先生、千葉崇弘先

生をはじめ参加された皆さまにお話しい

ただくという、私個人にとっては贅沢な

企画となりました。お集まりいただいた皆

さまに親睦を深めていただきながら「また

明日からもブリーフセラピーがんばろう！」

と思っていただけたら、という思いもありま

した。 

 メイン企画のオンラインでのハイブリッド

形式による開催にあたっては、伊東優

先生、岩本脩平先生、田辺瑠美先

生をはじめ、京都支部の皆さまにも多

大なご協力をいただきました。また生田

倫子先生にも何度もオンライン打ち合

わせにご参加いただき、励ましをいただ

きました（生田先生は「別に励ましたつ

もりではないけどなぁ～」とおっしゃるかも

しれませんが、私には励ましになりまし

た）。面白かったのは、生田先生とお

話ししていると、自分のメイン企画に対

する心配や懸念が減って、自分の考え

が前向きになっていた体験をしたことで

す。これがブリーフなんだろうなぁ、と個

人的に実感しましたし、それをさらっとや

ってしまう生田先生ってすごいなぁ、なん

て素人感想を抱いたりしておりました。

あ、話がメイン企画から逸れてしまって

いますね…。 

ブリーフセラピーでは、「使えるものは

何でも使う」と生田先生もよくおっしゃっ

ていますが、何でも使うからこそ、セラピ

ストの技量や工夫が求められるところで

もあるのだろうと思います。誰でも使える

からこそ、そのテクニックを磨くことを一人

一人が大事にされているのだろうし、そ

の一人一人の技や味のようなものがブリ

ーフセラピストにとってのアイデンティティ

なのかなぁ、とメイン企画を通して考えて

いました。創意工夫、切磋琢磨しなが

ら、時にユーモアも交えてセラピーする度

量もあって、クライエントさんの役に立つ

ということが、ブリーフセラピーの醍醐味

なのでしょう。 

 大会会場では、ご登壇の先生方をは

じめ、会場に足を運び参加してくださっ

た皆さま、オンラインで参加してくださった

皆さま、LINE オープンチャットで盛り上

げてくださった皆さま、各ワークショップで

大会メイン企画のアイデンティティに触

れてくださった先生方のおかげで成立し

た企画でした。改めて、心よりお礼申し

上げます。 
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震災からコロナを超えて、復興

（復幸）福島のレジリエンス 

シンポジウムでは、福島大学の安部

郁子先生、福島県立医科大学の瀬

藤乃理子先生にご講義いただきました。 

 

 

 

 

 

 

福島県出身で、現在も福島県立医

科大学にお勤めであられる二本松先

生直人先生に感想を頂戴しました。 

 

二本松 直人（仙台支部） 

『震災からコロナを超えて、復興（福

幸）福島のレジリエンス』企画感想 

安部郁子先生、瀬藤乃理子先生、

このたびは貴重なご講演をいただき、誠

にありがとうございました。僭越ながら、

本企画感想の執筆をご依頼いただきま

したので、以下に書かせていただきます。 

感想を述べるにあたり、自己紹介を

簡単にしたいと思います。私は、出身が

福島県の浜通りで、東日本大震災に

より県外へ転校、その後、若島孔文先

生の研究室に所属、そして現在、福島

県立医科大学放射線医学県民健康

管理センターにて勤務させていただいて

おります。さらに、ご縁にも恵まれ、講師

である瀬藤先生に日々ご指導いただき

ながら勤務することができています。 

本企画内容を聞くと、私自身が過去

体験したことを学術的に裏付けられて

いる感覚や、専門用語で説明されてい

る感覚を覚えます。先生方のご講義で

は、震災後における福島県の子どもや

大人のメンタルヘルスの状態、「あいま

いな喪失状態」について、とても分かり

やすくご教示いただきました。2011 年

の震災では、地震と津波の甚大な影

響に加えて、放射能の問題が混乱を

生みました。目に見えない放射能の影

響は、家族内の避難の適否に関する

意見を分断したり、避難による心身へ

の二次被害を発生させたり、震災関連

の自死の発生に繋がったりなど、多方

面に及びました。避難を余儀なくされた

県民は、今までの日常を失い、「（いつ

もは会えていた友人や家族／当たり前

のように過ごしていた住居が）あるのに

ない」というあいまいな喪失状態に陥り

ました。また、対人援助を行っていた支

援者は、被災者であるにも関わらず支

援をしなくてはならない状態にありました。

今思い出しても、本当に大変な状況だ

ったと感じます。そして、震災後 10 年

近く経過した時点で、新型コロナウイル

スという新たな災害が、福島県だけでな

く世界中を襲いました。このパンデミック

では、感染不安が著しく高まり、隔離や

感染予防の程度について一人一人が

判断を求められました。福島県民であ

る私にとっては、放射能とウイルスは「目

には見えないが危害を与えうる」という

点で共通しており、家族や職場、地域

のシステムを分断したといったいくつかの

点で類似の現象であると感じます。 

ここで、レジリエンスとは、私は「こころ

の柔軟性」と理解しています。ストレッサ

ーを経験しても、ゴムボールのように押し

てすぐ戻ることができるような状態を、レ

ジリエンスが高いと表現する印象があり

ます。その点では、福島県民は、先述

の「目には見えないが危害を加えうるも

の」が未経験ではないので、他県民より

もレジリエンスが高いといえるのではない

でしょうか。簡単にいえば、「また、こうい

う系ね。」と処理できる可能性が高まる

のです。そして、コロナパンデミックに曝さ

れた福島県民は、知らず知らずのうちに、

「震災のときは、どのように行動したかな

（コーピングクエスチョン的発想）」、

「震災のときよりは、ひどくないよね（ス

ケーリングクエスチョン的発想）」といった

ことを考えていたのかもしれません。ここ

に、福島県民のレジリエンスや心理的

な復興（福幸）をみることができると

感じます。そして、これまでに失うとは思

っていなかったものを失い、支援を受け

た経験を持つ福島県民は、少しのこと

で幸せを感じることができるようになった

のではないかと推察しています。 

最後に、講義内容に関連して、支援

者と被災者の二重役割についても触れ

たいと思います。私は、生活保護ケース

ワーカーのストレスと対処戦略に関する

研究を行っていますが、支援者が健康

であることが、対人援助の質の向上の

ためにも重要であると考えています。し

かし震災当時、同じ被災者でありなが

ら支援をしなくてはならなかった市役所

職員、医師、消防士や自衛隊といった

方々の大変さは想像してもしきれませ

ん。特に、放射能やコロナは目に見えな

い不安が持続するので、支援者側も長

い戦いになります。そのため、支援者自

身も被災者としての支援を受けるべき

で、少しでも支援ができる／しやすい状

況を作っていくことも大切だと感じます。   

以上が、私が本企画を通して感じた

福島県民のレジリエンスや復興（福幸）

でした。なかでも、一人一人の有事を

乗り越えた経験だけでなく、システムとし

て乗り越えた経験や、多方面への感謝

の気持ちが重要な側面であると感じま

した。改めまして、非常に有意義な機

会であったとともに、洞察も深めることが

できました。ありがとうございました。 
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私にとっての 

「解決志向ブリーフセラピー」 

特別ワークショップでは、目白大学の

黒沢幸子先生にご登壇いただきまし

た。解決志向ブリーフセラピーの大家で

あられる黒沢先生をお招きしてのスペシ

ャル企画を、いかにして実現させることが

できたのか。大会事務局長を務めら

れ、そして、黒沢先生招聘の立役者で

もあられる棯木先生に、本ワークショップ

開催までのここでしか聞けない裏側や

秘話についてお話しいただきました。 

 

棯木 雄史（福島支部） 

黒沢幸子先生に大会プログラムへ参

加いただくまでの経過と、経過を通し

ての広がり 

今年度の学術会議で、私の主な役

割は大会事務局長でしたが、昨年度

大会運営を経験させていただいたことか

ら、引き続きワークショップ（以下、WS）

も担当させていただくことになりました。 

まず、WS のテーマや講師について検

討するにあたって、ソリューションフォーカ

ストアプローチ（以下、SFA）入門の

WSをどなたにお願いするか、実行委員

間で意見を募ることにしました。すると、

黒沢幸子先生のご講義を聞きたいとい

う希望の声が多数挙がりました。ここか

ら、黒沢先生になんとか WS をお願い

することができないかと、試行錯誤が始

まりました。 

まずは私から、生田倫子理事長にご

相談差し上げたところ、若島孔文先生

が大学に黒沢先生をお招きされたこと

があるということで、若島先生を通じて、

黒沢先生に依頼メールをお送りいただ

きました。すると、すぐに黒沢先生から

若島先生にご返信があり、大会事務

局のメールアドレスへとつないでください

ました。 

以後、6 月上旬から、黒沢先生と私

との間で、メールでの直接のやりとりが始

まりました。大変お忙しい先生ということ

もあり、数通のメールをやりとりさせてい

ただいた時点で、一時期連絡が途絶え

るということもありました。そのため、ご返

信をお待ちしつつも、できるだけ先生の

直近の研修に参加して学びながら、私

たちの顔や名前を売ることができたほう

が、こちらから再度連絡をさせていただく

際に共通の話題のある状態で連絡がと

れるので、ベターなのではないかと考えま

した。 

そこで、実行委員間で手分けして黒

沢先生の研修に出ようと、有志の協力

を募りました。そして 8 月に、黒沢先生

が講師として研修されている KIDS カウ

ンセリング・システム研究会の研修や、

岐阜県の教員向けの研修に、各自オ

ンラインで参加しました。その研修に参

加した実行委員を中心に、今回のWS

で黒沢先生から学びたいことを募集し、

そのなかで拾った声も添えて、黒沢先

生に再度メール連絡をさせていただきま

した。 

9 月に入り、日本家族療法学会大

会に黒沢先生が WS 講師として参加

される予定という情報を事前に得ており、

生田先生も参加されているという好機

も活かし、生田先生のご厚意で、黒沢

先生にお声掛けいただきました。その結

果、黒沢先生と棯木との間で、お互い

に相手の状況を考慮しているうちに時

間が過ぎた結果、私からお送りしていた

メールが、黒沢先生のメールの受信箱

の山に埋もれてしまっていたことが判明

しました。そこからは、「大変お忙しい先

生のため、メールは短文数行で送ること

が大事」という生田先生からのご助言も

あり、メールの送り方を変更することにし

ました。すると、すぐに黒沢先生からメー

ルのご返信があり、以後、短文数行で

メールを送り合う日々が続きました。

WSの収録日程を調整し、10月上旬、

ついに特別 WS 収録を実現することが

できました。収録は、特別 WS として大

会プログラムで配信した内容はもちろん

のこと、レコーディングしていない箇所に

ついても、黒沢先生からの熱いご指導

が満載で、大変充実した機会となりま

した。 

さらに、その収録には、他の実行委員

の計らいにより、ラジオ企画（Brief 

Night Nippon!）パーソナリティの掛

井一徳先生も参加しておられました。

WS収録が終了したあとに、ラジオ企画

の件で掛井先生に話題を振らせていた

だき、その場でラジオ企画の日程の交

渉がなされました。そして、その翌日、ラ

ジオ企画の収録も実現させることができ

ました。 

 このように、数ヶ月にわたって黒沢先

生と連絡をとらせていただき、WSやラジ

オ企画の収録が実現していくなかで、さ

まざまな方とのコミュニケーションによって

大会運営が成り立っているという、シス

テムの力を実感することができました。ま

た、それと同時に、私の中にあるメール

連絡の前提が、良い意味でひっくり返り

ました。大会運営は大変ですが、生田

先生をはじめ、さまざまな先生方のサポ

ートを受けながら進めることができるため、

大変さを超える学び、充実感、楽しさ

が得られ、新しい景色が見えるものと思

います。今後、学術会議の運営にあた

られる支部の先生方のことも応援して

おります。 
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ブリーフセラピスト、 

ラジオパーソナリティーになる 

NFBT学術会議において毎年恒例

となった目玉企画であり、本大会でも

好評を博した『Brief Night 

Nippon!』。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このラジオ企画について語るうえで欠

かすことのできない人物が、毎年本企

画のパーソナリティーを務めてくださって

いる、かけい臨床心理相談室の掛井

一徳先生です。 

 

 
 

 

ブリーフセラピストの先生方との息の

合った掛け合いや編集の妙など、パーソ

ナリティとしてのアイデンティティについて、

掛井先生に余すところなく語っていただ

きました。 

 

掛井 一徳 

（かけい臨床心理相談室） 

ブリーフナイトの作り方 

ブリーフナイトニッポンのお話をいただ

いたのは、オンライン開催が決まり、若

手中心の実行委員会が動き出した直

後だったような気がします。遠見書房の

ナラティヴコロキウムで知り合い、その

後、不思議なご縁でつながり続けてい

た、実行委員の田中慎太郎先生か

ら、「NFBTへのゲートウェイドラッグとな

るようなラジオ企画をやってみません

か？」と、少々刺激的なお言葉、ご提

案をいただいたのが始まりでした。

元々、ラジオも聞かないのに、ラジオの

パーソナリティや TVの対談番組に憧れ

があり、Podcastなるインターネットラジ

オで、対談の番組を勝手にやっていたく

らいですから、「それいいね！やりた

い！」と、二つ返事で引き受けたもので

した。 

初年度のゲストは、東豊先生、若島

孔文先生、佐藤克彦先生のレジェンド

お三方に決まりました。僕はどの先生と

も二人でじっくりとお話しした経験はな

く、特に東先生は、ブリーフセラピーとの

出会いを作ってくださった、本当に雲の

上の存在だったので、飛び上がるほどワ

クワクする一方で、失礼があってはいけ

ないと緊張していたことを覚えておりま

す。 

当初は全長でも 30分、編集して

15分ほどで考えていましたが、東先生

のトークの勢いと面白さはとどまるところ

を知らず、さすがに 40分を過ぎたところ

で心配になり、「先生、お時間は大丈

夫ですか？」と尋ねたところ、「え？もう

終わりなの？寂しいやん、ワシこの後空

けてあるからもっと話そうや！」と言ってく

ださいました（これがすごく嬉しかったの

です）。それなら行けるところまで！と、

大笑いしながら、時間を忘れてお話を

聞いていたのですが、気がつけば 2時

間半以上も経っていました（編集前の

動画は 2時間 45分！）。若島先

生と佐藤先生の回でもそれにならって、

ロングバージョンは 2時間で収録するこ

とができました。 

この時間枠があるからこそ、カッチリと

した臨床の話以外の先生方の魅力を

詰め込むことができたのではないかと思

います。また、僕の願いとして、通勤や

家事の合間に気軽に聞け、クスッと笑

えて元気がもらえ、臨床と関係ない話

をしていても（関係ないからこそ）匂い

出てくる先生方の臨床のエッセンスを嗅

ぐことができる番組になればと思っていま

した。なので、この時間枠は、そんな僕

の願いにピッタリのものでした。 

そして、実はここからが大変でした。サ

ムネイル作りやジングル作り、編集作

業、Youtube へのアップロード作業な

どが始まるわけです。ちょうどデザインの

勉強をしていたところだったので、サムネ

イルを作り、ジングルもMac付属の

GarageBand で作成。また、以前、

自主制作のドキュメンタリー映画の編

集をしていたこともあって、動画編集も

Final Cut pro X でカチャカチャと。異

様に時間はかかりましたが、「このスキル

はどこで使うんだろう？」と思っていた、

臨床と関係のない経験やスキルが、まと

めて活用された瞬間でした。逆に、「ブリ
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ーフナイトニッポンのためにやってたのか

な？」と思うくらいです。田中慎太郎君

に、なぜ自分に声をかけてくれたのかを

聞いてみたところ、「全部できそうなの

が、掛井さん以外にいなかったからで

す」とのことでした。さすが、よく見てます

よね。 

 

学ぶ×楽しむ 

ブリーフナイトニッポンの企画をいただ

き、当然ながら学会の企画なので、学

びのあるものにしたいという一方で、面

白さがあるということも両立させたかった

です。学びの理想は、修行のようにやる

ことではなく、やっているうちに楽しくな

る、もしくは、楽しくてやっていることが気

がつけば自分の身になっている、というこ

とだと思っています。 

僕は、カウンセリングの仕事も好きで

すし、学ぶことも好きなほうだと思いま

す。ただ、子どもの頃から、勉強はあまり

好きではなかったんですよね。なぜカウン

セリングを学ぶことは楽しいのかと考える

と、それは、学んだことと実践がつながっ

ていると感じられるからだと思います。学

んだことを実践の中で使って、そこで現

れたことをもう一度持って帰り、また学び

直す、という繰り返し。学んだことがその

まま見える形でも、見えない形でも、仕

事に役立っていくということが新鮮だった

んですよね。これが学びの楽しみの一つ

の原点。 

もう一つの面白さは、静的な学びだ

けではなく、動的な学びがあるというとこ

ろです。同じことを学び、同じ方法でクラ

イエントさんにアプローチしようとしても、

その人ごとに異なる結果やプロセスが生

まれますし、同じ人が同じクライエントさ

んにアプローチしようとしても、やはり異な

る結果やプロセスが生まれます。セラピ

スト自身の持って生まれた性質や、経

験の中で培われた人と関わるスタイルで

あったり、空間や時間、身体感覚の捉

え方といったことが、もろに臨床の中に

出てしまうんですよね。ここがカウンセリン

グのもう一つの肝だと思いますし、体験

の中で学ぶ必要があるところだと思いま

す。 

もちろん、そうした学びのためにロール

プレイやグループワークなどの体験的な

学習の機会があるわけですが、もう少し

手軽に、そして気楽に楽しみながら学ぶ

には、カウンセリングの達人の対話その

ものを聞くという方法が、一番適してい

るのではないかなぁと思っています。つま

り、それがブリーフナイトニッポンなので

す。 

人間は元来、おしゃべりが好きな生

き物ですし、それはつまり、何かとの相

互作用が好きと言い換えることができる

と思うんです。カウンセリングを学ぶにあ

たって、目の前の相互作用（おしゃべ

り）そのものに関心を向けることができ

るか、そして感じ取ることができるかとい

うところは、本当に大切な部分と思うん

ですよね。僕自身は大した人間ではな

くても、達人の息遣いや生き方を対話

の中で明らかにして、それを皆さんに聞

いていただくという役目はできるのではな

いかと思いますし、僕自身、緊張感を

持ちつつも、楽しく達人から学べる時間

でもありました。ですので、このラジオは、

達人との対話における僕の学びと楽し

さの、皆さまへのお裾分けともいえるので

す。僕が学べば学ぶほど、楽しめば楽し

むほど、聞いている方も学び、そして楽

しめると信じて、毎回トライさせていただ

いております。 

僕自身も、一昨年から自身の相談

室でウェビナーをおこなっているのです

が、ここでも“学びのお裾分け”をテーマ

に、できる限り対話的に進めていこうと

思っております。つまり、ブリーフナイトニ

ッポンからインスピレーションを得てアレン

ジした研修なのです。 

また、今回の学術会議では、僕のわ

がままを大会実行委員の皆さまが聞き

入れてくださり、公開生放送としての裏

ブリーフナイトニッポンを、現地の会場に

て、本プログラムの裏で開催させていた

だくことができました。 

 

 
 

そして、多くの方々から、「ブリーフナイ

トニッポン聞いてますよ！」とのお声を生

で聞かせていただくことができました。学

術会議で公開生放送だなんて、ブリー

フナイトニッポンを通して、また一つ、僕

の願いがじわじわと叶ってきているようで

嬉しい気持ちですし、僕自身も影響や

刺激をいただけるコンテンツになっており

ます。 

来年度の京都大会でも、ブリーフナ

イトニッポンを行う予定です。これからも

引き続き、学びのお裾分けができるよう

に、皆さまとの対話を通して、僕自身が

もっと成長していければと思っておりま

す。 

皆さま、京都大会でまたお会いしまし

ょう。ゲストへの質問やリクエストのお手

紙、リクエストもお待ちしております。 
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日本ブリーフセラピー協会 第 14回学術会議 

大会長 渡邊 浩人（福島支部長） 

 

 

10月 22日・23日、65名を超える方々に直接福島まで足をお運びいただき、大会が無事に開催できましたこと、心より感謝申し上

げます。昨年の釧路大会に続くハイブリッド開催ではありましたが、直接交流の機会を増やした大会を目指しました。多くの方々に、「実

家に帰ってきたみたいに温かかった」とお声がけをいただきました。福島らしいおもてなしができたのかな、とほっとしております。ありがとうござい

ました。 

本大会は、2日間の、福島会場での対面による大会と、２ヶ月間にわたる、各種コンテンツのオンデマンド配信によるハイブリッド形式

でおこなわれました。ワークショップや自主シンポジウム、研究発表、ポスター発表などをご提供いただきました先生方、本当にありがとうござ

いました。特に、坂本真佐哉先生と黒沢幸子先生のお二方におかれましては、お忙しいところ、大会テーマにかかわる貴重なお話をお聞

かせいただきましたこと、感謝に堪えません（なお、黒沢先生の招聘につきましてはドラマがありました。詳しくは先述の別コラムをご覧くださ

い）。 

そして、毎年恒例となりました『B-１GP』。今年は、オンラインでの開催に加え、レギュレーションの一部変更をおこない、かつてのワンウェ

イミラーを意識した形で、バックスタッフとの協働によってセラピーをおこなっていただくこととしました。承前啓後、家族療法ならびにブリーフセ

ラピーの歴史を改めて振り返るとともに、困難なケースにおけるそれらの有用性について、新たな視点で認識することができたのではないで

しょうか。 

また、大会１日目のシンポジウムでは、自身も被災者である援助者の苦悩について語られました。東日本大震災ならびに原発事故

以降の福島の現状について、言葉と涙で共有できたことが大きな成果と思っています。そして、２日目の通称『アイデンティティ』企画のグ

ループワーク。京都支部の皆さまにおかれましては、企画の段階から積極的に関わっていただきました。そうした緻密な計画と運営により、

オンラインでのグループワークも充実したものとなりました。そして、３名の代表シンポジストの皆さまの語りも交えながら、「アイデンティティと

は、クライエントとの出会いをはじめ、さまざまな出会いを通して更新されていくものである」ということなどが共有され、実り多い時間となりま

した。 

さらに、年々注目が高まっている『Brief Night Nippon!』ですが、今回は対面開催当日の B-1GP の裏番組として、緊急特別ラジ

オ企画である『裏 Brief Night Nippon!』も生放映いたしました。この他にも、大会交流企画や合コン企画、そして、お楽しみ企画『や

きとりじいさん体操』など、盛りだくさんの企画にお付き合いいただきました。参加していただいた皆さまに、改めまして心より感謝申し上げま

す。 

 

 

日本ブリーフセラピー協会第 14回学術会議 福島大会 御礼 
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さて、多くの成果とともにフィナーレを迎えることができた本大会ではありますが、一つだけ心残りがあります。それは、大会企画の一つで

あった通称『小野企画』について、皆さまに十分にお伝えできなかったことです。インタビュー番組『渡邊類のブリーフ放浪記』では、小野先

生が晩年に提唱されたエスケープ理論について詳しく紹介されていましたが、昼食時間中の放映であったり、ホームページに情報がアップさ

れた期間が短かったりしたこともあって、ほとんど視聴していただくことができませんでした。そのため、内容の一部をここに紹介したいと思いま

す。 

「エスケープ理論の本質は、解決困難な事態に直面したとき、一旦そこから離れることで客観性を取り戻す、または悪循環に陥らない

ようにするといった、消極的なことでは決してない。事態を俯瞰して、決して一生懸命にならず、あるがままを大事にし、問題から離れなが

らクライエントと一緒にむしろクリエイティヴな方向に目を向け、新たなクライエントの可能性をともに追求しようとするダイナミックなものであっ

たのではないか。小野先生流の、肩の力を抜いて柔軟に物事を捉えようとユーモラスに表現した名称が「エスケープ・問題から逃げ出す」と

いう言葉だったのだろう」（五十嵐 敦 福島大学名誉教授） 

（一部渡邊追記）ブリーフセラピーのすべてが凝縮されているようなエスケープ理論。五十嵐先生が、「小野先生が元々お持ちになっ

ていた、多方面にわたる知識や考え方が、ド・シェイザーと出会うことによって、触媒のような作用で開花したのではないか」とお話しされてい

たことが印象的でした。特別企画『小野直広を語る～門下生を訪ねて～』では、ブリーフの魔女も登場し、太陽の法則や黒字ノート、新

小野三原則など、小野直広先生を知るための貴重な情報が満載のコンテンツでした。ご興味のある方は、福島支部までぜひお問い合わ

せください。 

最後になりますが、この大会の成功は、すべてにおいて手探りである企画運営を支えてくださった、実行委員の皆さまの努力の賜物で

す。ありがとうございました、そしてお疲れさまでした。本大会での多くの成果は、間違いなく福島の希望であり、本大会の成果が、ブリーフ

セラピーを待つ全国のクライエントさんたちにとっての明日への希望につながっていくことを願って、御礼とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 



NFBT NEWS LETTER NO.10 11 

 

 

 

 

 

日本ブリーフセラピー協会 第 15回学術会議 

大会長 伊東 優（京都支部長） 

 

テーマ：ブリーフセラピーらしくないブリーフセラピー ーブリーフセラピーの多様性ー（仮） 

 

前回第 14回大会では、大会テーマ「ブリーフセラピーにとってのアイデンティティとは」を受けて、ブリーフセラピーに通底する認識論、哲

学、態度・姿、つまりブリーフセラピーらしさについて、参加者同士でディスカッションを深めました。それは、個人の内的資質よりも個人間の

相互作用やシステムに着目し利用すること、個人の自立よりもシステムのもつ自己制御性・自律性を活用すること、過去・原因論から脱

却して未来志向であること、変化を志向し短期的であること、個人のフレーム・ストーリー・ナラティブを尊重することなどが挙げられます。 

ある特徴を取り上げると、特徴に当てはまるもののとそうでないものとを二元論的に区別することができ、それは差別化・区別化に役立

ちます。ブリーフセラピーの特徴を表現することは、他のセラピーとの比較において差別化を図ることとなります。ただその一方で、その特徴を

備えるか否かこそが本質とみなしてしまうと「こういうことはブリーフではしない」「こういうケースはブリーフらしくない」というメッセージにもつながっ

ていきます。しかしながら、そうしてセラピーのあり方を限定していくことは、かえってブリーフセラピーらしさを失わせることにはならないかと危惧

します。 

例えば、精神分析批判が目新しい時代は終わりました。それはブリーフセラピーにとっても、短期的であることが差別化につながらないこ

とを意味します。精神分析との対比で生まれたブリーフという概念は、いま価値があるのでしょうか。ブリーフセラピーを謳っても、現場ではど

うしても長期的な関わり・支援が必要なケースに出会うことがあります。頻回なセッションを希望するクライエントに出会うこともあるでしょう。 

また、例えば、学会発表やケース検討の準備において「このケースはブリーフセラピーらしくできたから発表できるな」「このケースは 100

回もやってしまっているから発表できないな」といった発想でケースを選んだ経験はないでしょうか。ブリーフセラピーの学会なのだから、ブリー

フセラピーらしくないことは語ってはいけないという雰囲気を感じてはいないでしょうか。 

長谷川先生は、ブリーフセラピーの特徴を「あれかこれか、ではなく、あれもこれも」と表現しました。過去や原因論にフォーカスする、長

期におよぶセラピーをおこなう、長期的支援を前提に関わる、個人セッションに終始する、セルフケア・自立を促す、傾聴に徹する、ゴール

セッティングをしない、課題を出さない、ユーモアがない、コンプリメントがない、クライエントと対決する、セラピストが発言・質問しない、マニュ

アルに沿ってセッションを進める、自由連想をする、箱庭をする、一向によくならない症状に向き合い続ける、先の見えぬ未来に一緒になっ

て途方に暮れるといった支援を余儀なくされるケースは実際にありえます。そのような、一見ブリーフセラピーらしくないものにも、ブリーフのエッ

センスを活用し、ブリーフ的に理解していくことはできるはずです。 

第 15回大会（京都大会）のお知らせ 
※2023年 9月 30日（土）～10月 1日（日）の日程で計画しています。 
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こうしたものの理解には、論理階梯の理解が役立ちますが、全ての言説を説明原理として扱うこと、特定の戦略・介入や技法、プロセ

スを絶対視せずに相対主義的な視座に立つ実用主義的認識論こそブリーフセラピーらしさといえるのではと考えます。システム論、相互

作用論も、未来志向、解決志向的発想もあくまで説明原理に過ぎず、これらに拘泥することがブリーフセラピーなのではありません。科学

だろうと、占いだろうと、宗教だろうと、どんなものでも絶対視せずに、クライエントにとって、そして問題解決にとって役立ちそうなら採用すると

いう自由さ、徹底的な実用主義こそが、ブリーフセラピーをブリーフセラピーたらしめるのではと考えます。 

「こうしないとブリーフではない」「ブリーフならこうする」といった発想がある場合、そのメッセージを発しているブリーフセラピスト自身が、ブリ

ーフセラピーとはかくあるべきというフレームに囚われてしまっているのではないでしょうか。ブリーフセラピーらしくあろうとすることが、かえってブリ

ーフセラピーとしての自由度を狭めることになっては本末転倒です。全ての事象をブリーフの視点で切り取り、全てのセラピーをブリーフセラピ

ーとして見立てることが可能な相対主義的な認識論がブリーフセラピーにはあります。「どの療法が優れているか」「ブリーフならこう見る」とい

った視点から一段メタな視座に立ち、実用主義のもとにブリーフセラピーの多様性を再認識する、そのような大会にしたいと考えています。 

参加者の皆さまには、ぜひ、ブリーフセラピーらしくないケースの事例発表を期待します。ただクライエントの語りに耳を傾け課題提案しな

かったケース、他流派が行うようなアプローチが奏功したケース、何年も何百回も面接を行ったケース、それらもブリーフセラピーの視点で関

わったならブリーフセラピーです。どのようなケースも、一緒にブリーフセラピーの切り口で分析・考察していきましょう。それがブリーフセラピー

を、そしてブリーフセラピストをもっと自由にするはずです。 
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第 14回 NFBT学術会議、福島大会特集をお届けしました。 

私たち京都支部は京都に集まっていたので、福島の現地会場に行くことはできませんでしたが、画面越しでも対面会場の温かい雰囲

気が伝わってくるような気がしました。一方で、ほんわかした雰囲気ばかりではない、福島支部のみなさんの裏方でのご奮闘ぶりをこのニュ

ースレターで知ることとなり、次年度の京都大会に向けて、私も身の引き締まる思いです。 

京都大会に向けては、ただいま京都支部で鋭意検討中です。情報のオープンまで今しばらくお待ちください。日程が決まりましたら、お

宿の確保をぜひお早めにお願いします…。コロナ禍でガラガラだった京都の街は、かつての賑わいを取り戻しております。ただ、コロナ禍でも

なぜかホテルの建設は後を絶ちませんでしたので、お値打ちでキレイなホテルもたくさんあると思います。どうぞ穴場を発掘してください。 

皆さまで、京都へお越しやす！ 

 

（No.10担当：田辺 瑠美） 
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